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御嵩町公共交通リスタートプロジェクトミーティング 

開催結果 

 

１．開催概要 

日時 2026 年８月 16日（日）午後１時 30 分～４時 10分 

場所 御嵩町中公民館 ３階 大ホール 

参加者数 44 名 

目的 

名鉄広見線の廃線に伴い、御嵩町の公共交通の再構築について、住民が現状の課題や役割

を理解し、主体的に意見を持ち寄ることで、住民参加型のまちづくりを促進し、住民と行

政が連携して持続可能な公共交通の方向性を共に考える場とする。 

 

２．趣旨及び「鉄道存続協議終了までの経緯とこれから」説明 

はじめに、本懇談会の趣旨として、本懇談会が「これからの御嵩町の公共交通をみんなで話し合い

考える会」であり、未来志向で世代や立場を超えた議論を目指している旨をお伝えいたしました。 

次に、名鉄広見線の鉄道存続協議終了までの経緯とこれからの目指すべき姿を説明し、これまでに

実施してきた協議結果を共有しました。 

 

３．質疑応答 

鉄道存続協議の経緯とこれからの説明後に、地域のみなさんに感じたことや疑問に思ったことなど

をご質問いただきました。いただいたご質問には町職員がお答えし、地域のみなさんと町の間で現状

に対する理解を深めました。 

 

４．グループ討議（意見交換会） 

 第２部として実施したグループ討議は、まち楽房有限会社代表取締役・名城大学非常勤講師の加藤

武志先生に進行していただきました。 

参加者は９つのグループに分かれて、鉄道廃線によって「誰が？どこからどこへ？どんな移動で困

りそう？」を共有し、その後「どんな交通や仕組みがあるといい？」を共有しました。最後に、出た

意見をもとに、各グループ３つアイデアを選んで、フリップボードにまとめて共有しました。 
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各グループのフリップボード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者アンケート集計結果 
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当日のようす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長あいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ討議の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道存続協議終了までの経緯とこれからの説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加藤先生自己紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイデア発表 

 

 


